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七栗記念病院で働く輝く介護福祉士たち
当大学病院では、42名の介護福祉士が勤務し、質の高い介護計画・実践が展開されています。

介護技術獲得の努力と挑戦
研修会・地域講演会の講師として！

一緒にリハビリテーション・日常生活への支援（デイケア）

家族指導

　安全なケアの提供のために、日々、技術を磨いていま
す。当院では、毎年、全員の介護技術の評価を実施して
います。院内で技術を競い、代表者は院外の技術コン
テストに出場しています。2019年度は優勝することが
できました。

　退院後も継続して介護が必要な患者さんやご家族
に、介護技術の手技の獲得、介護不安の軽減を目的と
した介護指導を実施しています。パンフレットを基に
家族へ個別的に指導しています。

　職員や地域の方々が知りたいテーマについて講演をおこなっています。
　院内でおこなう研修は職員のスキルアップ目的。地域では、健康増進や
認知症予防をおこなうことで専門職として地域の方々と関わっています。

チームで行う
集団エクササイズ・病棟訓練

　リハビリ時間以外をどう過ごすかが、機能を向上する上で重要になります。離
床の機会が少ない患者さんを対象に集団で体操や発声練習などをおこないます。
そして、離床する時間が増えた患者さんには、1対１で日常生活動作の向上を目
的とした訓練を実施しています。

病棟イベント（季節ごとの癒し）

　患者さんが余暇を楽しく過ごせるようにイベントは
大事にしています。
　入院中の患者さんが笑顔で過ごせる時間を演出する
ために、季節を感じる癒しやゲーム等の趣向をこらし、
患者さんと一緒に楽しみながら取り組んでいます。

　デイケアでは、質の高いリハビリテー
ションを提供しています。個別リハビリ、
集団体操、入浴、食事場面を通して、日常
生活に対する指導や支援も行っています。
利用者さん1人ひとりのニーズに寄り添え
る介護をおこなっています。

在宅生活を支える（訪問介護）

　2020年 4月から開設した「訪問介護なな
くり」では基準より多い 4名の介護福祉士を
配置し、合計 6名のこれまでも訪問介護を経
験してきたスタッフで構成されています。在
宅生活を支える熱い思いと熟練した技術で
サービスを提供しています。

※主に行っていることは以下のような内容です。
・身体介護：入浴介助、食事介助、排泄介助などの身体に

直接触れて行う介護とそれに伴う準備や片付け
・生活援助：掃除、洗濯、調理、買い物などの家事の援助




